２１・老福連　第１１回　職員研究交流集会　アンケートご協力のお願い

東日本大震災を乗り越えて、「２１・老福連」職員研究交流集会が、１１月山形県天童市で開催される事になりました。研究交流集会参加施設の皆様へアンケートご協力のお願いがあります。
１日目・全体会「石飛幸三先生の記念講演」にあたり、全体会で先生への質問や意見交流を行い、是非学びを深めたいと思っています。つきましては、お忙しいところ恐れ入りますが、以下の内容のアンケートにご協力をお願い致します。
· 提出は、参加施設一部で結構です。なお、誠に勝手ながら、提出締切は９月３０日（金）とさせていただきます。
下記【返信先ＦＡＸ】までお送りください。（　※表紙不要　）
＊　石飛幸三先生の記念講演主旨につきましては、開催要綱を御参照下さい。　
法人名　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
集会参加者名（お一人で可）　　　　　    　　　　　　　　職種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．在宅・施設で看取りを行なっていますか？
⇒　①はい　　②いいえ
２．老衰・認知症等で食事摂取量が低下、ムセが多くなった利用者・入居者の方を介護した事がありますか？
⇒　①はい　　②いいえ
＊　以下、３～５の質問については、利用者・入居者の方の状況を記入して下さい。
３．食事が摂れなくなった時どの様にしていますか？　
⇒　①胃瘻　　　　　②自然経過　　　　　③病院へ入院　　　　④点滴　　　　　⑤該当者がいない　
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（＊その他の場合は具体的に内容をご記入ください）
４．嚥下障害や認知症でムセが多くなった時や、食事量が低下した時に困る事は何ですか？
⇒　①食事形態　　　　②食べさせ方の工夫　　　　③胃瘻にした方がいいのかの選択　　　④家族への説明
　　　⑤該当者がいない　⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
５．利用者・入居者の方が胃瘻を選択する時は、どなたの意見を尊重していますか？
⇒　①利用者本人　　　　②家族　　　　③医療者　　　　④その他（　　　　　　　　　）　⑤該当者がいない　
６．老衰・認知症の終末期で食べられなくなった時、点滴治療を受けていますか？
⇒　①受けている　　　　②受けていない　　　③該当者がいない
７．あなた自身は胃瘻についてどの様にお考えですか？ご意見をお聞かせ下さい。
⇒　①食べられなくなったら胃瘻は必要だと思う　　　　②食べられなくなったら自然経過で見るべきだと思う
③本人の意思が確認できない場合胃瘻は造るべきではないと思う　
④家族の思いが確認できれば造るべきだと思う　　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
８．石飛先生へ聞いてみたい事を是非ご記入下さい。（困っている事、質問など・・・）　
　⇒

◆　　９月３０日（金）締め切り　　　◆
返信先ＦＡＸ　　　　　０１１－８９４－４４０４　　　　　特養かりぷ・あつべつ　田名部まで
